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蓮
体
所
持
本

『沙
石
集
』
に
つ
い
て

前
稿
の
補
足
を
兼
ね
て
―
―

一
　

は
じ

め

に

稿
者
は
、
前
稿

「
『観
音
冥
応
集
』
出
典
考
―
巻
第
二
８
話
を
例
と

し
て
―
」
（
詞
林
』
４‐
　
平
成
１９

。
４
）
に
お
い
て
、
蓮
体

（‐６６３
～
‐７２
）

編
の
観
音
霊
験
説
話
集
で
あ
る

『観
音
冥
応
集
』
（以
下

冒
（応
集
し

の

一
話
を
取
り
上
げ
、
①

『
沙
石
集
』
が
出
典
で
あ
る
こ
と
、
②
本
文

は
略
本
系
の

『沙
石
集
』
に
近
い
こ
と
、
③
先
行
す
る
類
話
よ
り
も
観

音
霊
験
護
と
し
て
の
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
④
独
自
要
素
で
あ

る
美
文
調
の
部
分
は

『太
平
記
』
が
出
典
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘

し
た
。
こ
の
う
ち
②
に
関
し
て
は
、
お
そ
ら
く
刊
本
の

『沙
石
集
』
を

用
い
て
い
る
と
の
推
測
を
提
示
し
て
お
い
た
が
、
最
終
的
に
何
年
刊
の

も
の
か
を
指
摘
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

そ
の
後
、
蓮
体
入
寂
の
地
で
あ
る
地
蔵
寺

（現
河
内
長
野
市
）
の
蔵

書
を
拝
見
す
る
機
会
を
得
、
蓮
体
の
所
持
し
て
い
た
典
籍
に
つ
い
て
調

査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
蔵
寺
御
住
職
堀
智
真
師
の
お
話
に
よ
れ
ば
、

同
寺
蔵
書
は
現
在
約
四
〇
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
寺
内
の
目

録
カ
ー
ド
に
よ
る
と
、
浄
厳

（蓮
体
の
師
）
。
蓮
体
の
著
作
と
刊
本
類
が

山
崎
　
　
一浮

大
半
を
占
め
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
『
元
亨
釈
書
』
寛
永
元
年

（‐６２４
）

刊
整
版
本
、
『
撰
集
抄
』
慶
安
四
年

（‐６５‐
）
刊
整
版
本
、
『
発
心
集
』
慶

安
四
年
刊
整
版
本
、
『
長
谷
寺
霊
験
記
』
承
応
二
年

（‐６５３
）
刊
整
版
本
、

『宝
物
集
』
元
禄
六
年

（‐６９８
）
刊
整
版
本

（第

一
種
七
巻
本
）
な
ど
の
説

話
集
類
が
散
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
沙
石
集
』
も
そ
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
地
蔵
寺
蔵

『沙
石
集
』
に
つ
い
て
報
告
す
る
と

と
も
に
、
蓮
体
が

『
冥
応
集
』
編
纂
に
あ
た

っ
て
使
用
し
た

『
沙
石

集
』
に
関
し
て
、
改
め
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

一
一　
地
蔵
寺
蔵

『
沙
石
集
』
に
つ
い
て

地
蔵
寺
蔵

『沙
石
集
』
（以
下
地
蔵
寺
本
）
は
、
刊
本

（片
仮
名
本
）

で
、
巻
第

一
。
二

。
四

。
五
の
四
冊
が
残

っ
て
い
る

（通
常
は
巻
第
十

が
最
終
巻
）。
四
冊
す
べ
て
に
表
紙
署
名
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
表
紙
右

下
に
朱
で

「惟
宝
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（写
真
１
参
昭
じ
。
「惟
宝
」
は

蓮
体
の
諄
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
地
蔵
寺
本
が
蓮
体
所
持
本
で
あ

っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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地
蔵
寺
本
の
現
存
部
分
に
は
刊
記
が
な
く
、
何
年
の
刊
本
な
の
か
は

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
蔵
寺
本
各
巻
の
巻
頭
目
録
に
は
、
他
の
版

と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
説
話
題
目
の
上
に
あ
る
説
話
番

号
が
丸
で
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
各
説
話
題
目
の
下
に
は
そ
の
説
話
が

始
ま
る
丁
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（写
真
２
参
昭
じ
。
以
下
、
現

時
点
で
確
認
し
た

『
沙
石
集
』
諸
本
を
列
挙
す
る
。

・
広
本
系

（十
二
帖
本
）

‥
・俊
海
本

。
米
沢
本

・
元
応
本

・
藤
井

本

（以
上
写
本
）

・
広
本
系

（十
帖
本
）

…
…
梵
舜
本

・
内
閣
文
庫
本

・
阿
岸
本

（以
上
写
本
）

・
略
本
系

長
享
本

。
神
宮
文
庫
本

。
岩
瀬
文
庫

本

。
中
央
大
学
本

（以
上
写
本
）
・
慶

長
十
年

儡

）
刊
古
活
字
十

二
行

本

・
同
年
刊
古
活
字
十
行
本

・
元
和

二
年

（‐６‐６
）
刊
古
活
字
本

。
正
保
四

年

論

）
刊
整
版
本

・
慶
安
五
年

（‐６５‐
）
刊
整
版
本

。
天
和
三
年

（‐６８３
）

刊
整
版
本

・
貞
享
三
年

（‐６８６
）
刊
整

版
本

（以
上
刊
本
）

例
え
ば
、
正
保
四
年
刊
本
の
巻
頭
目
録
に
は
、
説
話
番
号
も
丁
の
情

報
も
な
い
。
最
も
流
布
し
た
と
さ
れ
る
貞
享
三
年
刊
本
の
巻
頭
目
録
で

は
、
説
話
番
号
が
四
角
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
丁
の
情
報
は
な
い
。

で
は
、
地
蔵
寺
本
の
刊
年
は
確
定
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
地
蔵

寺
本
と
同
体
裁
の
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
右
に
挙
げ
な
か

っ
た
貞

享
二
年
刊
整
版
本
で
あ
る
。
当
該
本
は
、
稲
垣
泰

一
氏

「
〈資
料
紹
介
〉

架
蔵
貞
享
二
年
版

『沙
石
集
』
に
つ
い
て
」
翁
説
話
」
１０
　
平
成
１２

・

２
）
で
初
め
て
本
格
的
に
紹
介
さ
れ
た
刊
本
で
あ
る
。
稲
垣
氏
蔵
本
も

含
め
、
所
在
の
知
ら
れ
て
い
る
伝
本
の
簡
単
な
情
報
を
挙
げ
て
お
く
。

・
稲
垣
泰

一
氏
蔵
本

・‥
十
巻
十
冊
、
巻
第
六

・
巻
第
七
に
欠
丁
あ
り
。
未
見
。

・
京
都
府
宮
津
市
立
前
尾
記
念
文
庫
蔵
本

・‥
十
巻
八
冊
、
完
本

（巻
第
七

・
八
、
巻
第
九

・
十
が
合
冊
）。

。
長
母
寺
蔵
本

（安
藤
直
太
朗
氏
旧
蔵
）
…

未
見
。

以
上
三
本
の
う
ち
、
稿
者
は
二
番
目
の
前
尾
記
念
文
庫
本
を
調
査
す

(写真 1)巻第二表紙

Web公開に際し、
画像は省略しました



（写
真
２
）

地
蔵
寺
本

・
巻
第

一
巻
頭
目
録

る
こ
と
が
で
き
た
。
同
文
庫
本

の
巻
第
十
末
尾
に
は
、
「貞
享
二
年

〈乙
丑
〉
歳
仲
冬

日

（右
に

「摂
陽
」、
左
に

堅
日
林
し
　
開
板

（右
に

「銭
屋
治
兵
衛
」、
左
に

「和
泉
屋
五
兵
衛
し

と
い
う
刊
記
が
あ
る
。

写
真
２
と
３
は
、
地
蔵
寺
本
の
巻
第

一
巻
頭
目
録
と
前
尾
記
念
文
庫

本
の
巻
第

一
巻
頭
目
録
で
あ
る
。

地
蔵
寺
本
と
前
尾
記
念
本
は
、
明
ら
か
に
同
じ
特
徴
を
備
え
て
い
る

（前
掲
稲
垣
氏
論
考
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
も
、
右
の
二
本
と
同
じ
）。
こ

の
ほ
か
、
柱

翁
沙
之

ご

な
ど
）
や
丁
数
も

一
致
す
る
し
、
寸
法
も
お

お
む
ね
同
じ
で
あ
る
。
地
蔵
寺
本
は
貞
享
二
年
刊
本
と
ほ
ぼ
認
定
し
て

（写
真
３
）
前
尾
記
念
文
庫
本

・
巻
第

一
巻
頭
目
録

よ
い
だ
ろ
う
。

稲
垣
氏
論
考
に
よ
れ
ば
、
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
貞
享
三
年
刊
本
が
数

種
類
存
在
し
て
い
る
の
に
対
し
、
貞
享
二
年
刊
本
に
は
そ
う
い
っ
た
形

跡
が
な
く
、
し
た
が

っ
て
貞
享
二
年
刊
本
は
あ
ま
り
流
布
し
た
も
の
で

は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
地
蔵
寺
本
は
、
残
欠
本
と
は
い

え
、
貞
享
二
年
刊
本
の

一
本
と
し
て
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。

ま
た
、
た
と
え
広
く
流
布
し
な
か

っ
た
版
で
あ
る
に
せ
よ
、
時
期
的

に
蓮
体
が
手
に
入
れ
て
お
か
し
く
な
い

『沙
石
集
』
で
あ

っ
た
こ
と
も

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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〓
一　
蓮
体
に
よ
る
書
き
入
れ

貞
享
二
年
刊
本
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
地
蔵
寺
本
に
は
さ
ら
に
注
目

す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
蓮
体
に
よ
る
書
き
入
れ
の
存
在
で
あ
る
。

地
蔵
寺
本
に
は
、
数
多
く
の
書
き
入
れ
が
見
え
る
。
最
も
多
い
の
は
、

も
と
も
と
付
け
ら
れ
て
い
る
句
切
点
に
朱
で
重
ね
書
き
し
た
も
の
と
、

地
名

。
人
名

・
官
名

。
書
名

。
年
号
に
付
さ
れ
た
朱
引
で
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
に
も
、
本
文
中
、
欄
外
に
様
々
な
書
き
入
れ
が
あ
る
。

例
え
ば
、
巻
第
二
１０
話

「
仏
法
之
結
縁
不
レ
空
事
」
で
は
、
高
野
山

の
南
証
房
の
前
世
が
、
蛤

。
牛

・
馬

・
柴
燈
タ
ク
者

・
奥
院
ノ
承
仕
の

順
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
傍
ら
に
は
、
前
世
の
順
序
を
示
す

ヨ

」
～

「六
」
の
漢
数
字
が
朱
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
書
き
入
れ
の
字
は
、
蓮
体
の
自
筆
本
の
字
と
同
じ
で
あ
り
、
本
人
に

よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

書
き
入
れ
に
は
、
本
文
を
校
訂
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
中
に
は
、

あ
か
ら
さ
ま
な
誤
刻
の
訂
正
も
あ
る
。
巻
第
四
１
話

「無
言
上
人
事
」

の

「信
ズ
シ
バ
益
大

二
」
の

「
シ
」
に
、
朱
で

「
レ
」
を
重
ね
書
き
じ

た
例
な
ど
は
、
そ
の
類
で
あ
る
。
し
か
し
、　
一
方
で
単
純
な
訂
正
に
と

ど
ま
ら
な
い
例
も
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
書
き
入
れ
か
ら
は
、
蓮
体
の

見
た

『
沙
石
集
』
が
、
貞
享
二
年
刊
本
だ
け
で
は
な
か

っ
た
可
能
性
が

浮
上
し
て
く
る
。
以
下
そ
の
点
に
つ
い
て
、
個
々
の
事
例
を
取
り
上
げ

て
考
察
し
て
み
る
。

地
蔵
寺
本
に
は
、
二
箇
所
の
異
本
注
記
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
朱
書
き

で
あ
る
。　
一
つ
は
、
巻
第

一
７
話

「神
明
道
心
貴
給
事
」
に
お
け
る
、

「止
観
云
、
…
八
相
成
道
以
論
・■
（終

こ

の

「
以
論
其
」
に
付
さ
れ
た

「利
物
イ
」
で
あ
る
。
今

一
つ
は
、
巻
第
二
５
話

「地
蔵
之
看
病
給
事
」

に
お
け
る
、
「建
仁
寺
ノ
本
願
僧
正
ノ
ロ
伝

二
、
地
蔵
ノ
決
ト
テ
、　
一

巻
ノ
秘
書
ア
リ
」
の

「蔵
」
に
付
さ
れ
た

「
不
イ
」
で
あ
る
。

ま
ず
、　
一
例
目
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
「
八
相
成
道
以
論
二
其
終

こ

が
、
『摩
詞
止
観
』
第
六
下
に
基
づ
く
有
名
な
句
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
『義
経
記
』
巻
第
六

「静
若
宮
八
幡
宮

へ
参
詣

の
事
」
に

「
八
相
成
道
は
利
物
の
終
」
と
あ
る
な
ど
、
日
本
で
は

「利

物
」
を
使
う
形
も
多
く
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
節
で
挙
げ
た

諸
本
の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
『
沙
石
集
』
で
当
該
句
を
有
す
る
伝
本

（内
閣
文
庫
本
と
略
本
系
諸
本
）
に
、
「利
物
」
の
異
文
を
持

つ
も
の
は
確

認
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
本
文
を
持

つ

『
沙
石
集
』
の

存
在
は
否
定
で
き
な
い
し
、
今
後
、
新
伝
本
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
た
だ

「利
物
イ
」
は
、
『
沙
石
集
』
の
異
文
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
ろ

「
八
相
」
云
々
の
句
自
体
の
異
文
と
し
て
注
記
さ
れ
て
い

る
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

二
例
目
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
本
文
は
諸
本
で
出
入
り
が
あ
る
が
、
当

該
部
分
を
有
す
る
場
合
、
「地
蔵

ノ
決
」
（岩
瀬
文
庫
本

・
正
保
四
年
刊

本

・
慶
安
五
年
刊
本

。
天
和
三
年
刊
本

・
貞
享
三
年
刊
本
）
と
す
る
伝
本
と
、

「地
不
ノ
決
」
（梵
舜
本

。
内
閣
文
庫
本

。
長
享
本

・
神
宮
文
庫
本

・
慶
長
十

年
刊
古
活
字
十
二
行
本

。
同
年
刊
古
活
字
十
行
本

・
元
和
二
年
刊
古
活
字
本
）

と
す
る
伝
本
に
分
か
れ
る
。
『雑
談
集
』
巻
第
六

「地
蔵
事
」
に
は
、
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「故
建
仁
寺
ノ
本
願
ノ
ロ
決

二
、
地
不
決
卜
云
書
有
レ
之
」
（傍
線
は
私
。

以
下
同
じ
）
と
あ
り
、
『
沙
石
集
』
で
も
前
掲
引
用
部
分
に
続
け
て

「
其

中
ノ
肝
心

二
云
、
地
蔵

ハ
大
日
ノ
柔
軟
ノ
方
便
ノ
至
極
、
不
動

ハ
剛
強

方
便
ノ
至
極
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「地
不
ノ
決
」
が
本
来
的
な
形
で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蓮
体
も
そ
う
し
た
点
は
把
握
し
て
い
た
と
想

定
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
こ
の
例
の
場
合
、
他
本
を
以
て
注
記
し
た
可

能
性
は
十
分
に
あ
る
。

以
下
に
挙
げ
る
三
つ
の
例
は
、
異
本
注
記
で
は
な
い
が
、
蓮
体
が
他

の
伝
本
を
見
て
い
た
か
ど
う
か
を
考
え
る
上
で
は
看
過
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
。

巻
第
二
１０
話

「
仏
法
之
結
縁
不
レ
空
事
」
で
は
、
署
同
野

二
南
証
房
ノ

検
校
寛

海
ト
イ
フ
人

ハ
」
の

「寛
」
の
左
に
朱
で

「覚
」
と
い
う
注

記
が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
「寛
海
」
（岩
瀬
文
庫
本

・
正
保
四
年
刊
本

・

慶
安
五
年
刊
本

・
天
和
三
年
刊
本

・
貞
享
三
年
刊
本
）
と
す
る
伝
本
と
、

「覚
海
」
（上
記
以
外
の
諸
本
）
と
す
る
伝
本
に
分
か
れ
る
。
「
覚
」
の
注

記
を
施
す
に
あ
た
り
、
蓮
体
が
他
本
を
参
考
に
し
た
と
し
て
も
お
か
し

く
は
な
い
。
た
だ
し
、
響
同
野
山
の
南
証
房
」
で
あ
れ
ば
、
「
覚
海
」
が

正
し
い
。
他
本
を
見
な
く
と
も
、
真
言
僧

で
あ
る
蓮
体

の
頭
に
は
、

「覚
海
」
が
想
起
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

巻
第
五
８
話

「学
匠
之
蟻
蜻
之
問
答
事
」
で
は
、
「
ヤ
ガ
テ
蟻
蛹

ニ

問
テ
日
」
の

「
蛹
」
を
朱
で
抹
消
し
、
「蟻
」
の
前
に
朱
で

「
蛹
」
を

補
入
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
蛹
が
蟻
に
問
い
か
け
る
形
に
訂
正
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
蟻
が
蛹
に
問
い
か
け
る
訂
正
前
の
形
は
、
刊
本
類
に
多

い

（写
本
で
は
内
閣
文
庫
本
と
岩
瀬
文
庫
本
）。　
一
方
、
写
本
類
の
多
く
は
、

訂
正
後
と
同
じ
蜻
が
蟻
に
問
い
か
け
る
形
で
あ
る
。
こ
の
例
を
、
他
本

を
参
照
し
た
訂
正
と
見
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
も

っ
と
も
、
前
掲
の

引
用
に
続
く
間
が

「何
故
シ
テ
蟻
ヲ
名
レ
蟻
耶
」
で
あ
る
こ
と
、
後
に

記
さ
れ
る
蟻
か
ら
輛

へ
の
問
い
か
け
が

「
何
故
蛹
名
レ
蛹
耶
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
蓮
体
は
そ
れ
ら
と
整
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
も
理
解
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
内
容
を
勘
案
し
た
上
で
の
訂
正
だ

っ
た
と
も
解
し
得

る
の
で
あ
る
。

最
後
の
例
は
、
巻
第
五
２２
話

「連
歌
事
」
の
末
尾
に
あ
る

「
万
葉

ガ

ヽ
リ
ノ
歌
ノ
事
」
で
あ
る
。
こ
の
説
話
に
は

「藤
追
」
と
い
う
人
名

が
二
箇
所
に
見
え
る
。
そ
の
二
箇
所
と
も
に
、
地
蔵
寺
本

で
は
朱
で

「
シ
ン
」
の
振
り
仮
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「追
」
は
紛
れ
よ
う
も
な
い

楷
書
体
で
あ
り
、
「
シ
ン
」
と
読
む
に
は
無
理
が
あ
る
。
さ
り
と
て
読

み
間
違
い
と
も
考
え
が
た
い
。
諸
本
も

一
様
に

「藤
追
」
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
阿
岸
本

（写
本
）
の
当
該
部
分
に
は
、
「進
」
と
も
読
み
得

る
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
地
蔵
寺
本
の

「
シ
ン
」
の
振
り
仮
名
は
、
こ

の
よ
う
な

「
進
」
に
似
た
字

（あ
る
い
は

「進
」
そ
の
も
の
）
が
記
さ
れ

た
伝
本
を
間
に
置
く
こ
と
で
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（も

ち
ろ
ん

『沙
石
集
』
以
外
に
、
当
該
説
話
を
載
せ
る
文
献
が
存
在
し
た
可
能
性

も
想
定
は
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
）。

地
蔵
寺
本
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
が
、
異
本
注

記
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
ま
た
は
他
の
伝
本
の
本
文
と

一
致
す
る
注
記

が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
蓮
体
が
他
本
を
見
た
と
い
う
決
定
的
な
証
拠
に



は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
当
然
、
ど
の
伝
本
を
参
照
し
た
か
を
比
定

す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
前
掲
の
諸
注
記
は
、
写
本
類
と
重
な
る
傾

向
が
あ
り
、
二
例
目
や
最
後
の
例
の
よ
う
に
、
他
本
を
見
た
可
能
性
を

強
く
示
唆
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
地
蔵
寺
本
が
残
欠
本
で
あ
る
以
上
、

事
例
が
十
分
と
は
言
い
難
い
。
し
た
が

っ
て
、
現
時
点
で
判
断
を
下
す

こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
。

四
　
書
き
入
れ
と

『
観
音
冥
応
集
』

本
節
で
は
、
あ
る
特
定
の
説
話

へ
の
書
き
入
れ
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
し
た
い
。
そ
の
説
話
と
は
、
前
稿
で
考
察
の
対
象
と
し
た

『
沙
石

集
』
巻
第

一
９
話

「依
二
和
光
之
方
便
・止
二
妄
念
・事
」
で
あ
る
。
本
説

話
が
、
蓮
体
編

『
観
音
冥
応
集
』
巻
第
二
８
話

「和
光
ノ
方
便

二
依
テ

愛
執
ヲ
離
ル
ヽ
事
」
の
出
典
で
あ
る
こ
と
は
、
前
稿
で
指
摘
し
た
通
り

で
あ
る
。
お
お
ま
か
な
筋
は
、
「熊
野
の
僧
侶
が
、
武
蔵
高
滝
の
長
者

の
娘
に
恋
し
、
高
滝

へ
帰

っ
た
娘
を
追
い
か
け
て
い
く
途
中
に
船
着
き

場
で
夢
を
見
る
。
そ
の
夢
で
、
僧
は
娘
と
結
ば
れ
、　
一
男
を
も
う
け
る
。

船
で
鎌
倉

へ
向
か
う
際
に
、
息
子
が
海

へ
落
ち
て
し
ま
う
と
い
う
と
こ

ろ
で
夢
が
覚
め
る
。
世
の
栄
華
の
つ
ま
ら
な
さ
を
悟

っ
た
僧
は
熊
野
に

一戻
り
修
行
に
打
ち
込
む
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

地
蔵
寺
本
の
当
該
説
話
に
は
、
欄
外
に
二
箇
所
の
書
き
入
れ

（と
も

に
朱
書
き
）
が
あ
る

（写
真
４
参
照
）。

写
真
４
Ａ
は

「
三
社
本
地
薬
師
阿
弥
陀
観
音
也
」
、
Ｂ
は

「
若
シ
ル

ベ
ス
ル
海
人
ダ

ニ
ア
ラ
バ
、
忘
レ
草
ノ
、
逢
卜
云
浦
■
ノ
ア
タ
リ
ニ
モ

尋
行
ナ
マ
シ
ト
、
」
（■
は
朱
に
よ
る
抹
消
。
濁
点

・
振
り
仮
名

・
句
切
点
は

墨
）
と
い
う
書
き
入
れ
で
あ
る
。

Ａ
は
、
具
体
的
な
対
応
を
示
し
て
い
な
い
が
、
本
宮

。
新
宮

・
那
智

の
熊
野
三
山

（三
所
権
現
）
の
本
地
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。
こ
の
注

記
が
、
『
冥
応
集
』
巻
第
二
８
話
に
お
い
て
は
、
説
話
本
文
の
中
に
取

り
込
ま
れ
た
形
に
な

っ
て
い
る
。
説
話
末
尾
で
夢
か
ら
覚
め
た
僧
が
熊

野

へ
帰
り
修
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
『
沙
石
集
』
が

「
和
光
ノ
御
方

便

ニ
テ
コ
ソ
有
ケ
メ
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
『
冥
応
集
』
で
は

「実

二
三
所

ハ
本
地
弥
陀
薬
師
観
音
ナ
レ
バ
、
彼
ヲ
度
セ
ン
ト
テ
此
夢
ヲ
見

セ
玉
フ
ナ
ル
ベ
シ
」
と
、
よ
り
具
体
的
な
記
述
に
な
る
の
で
あ
る
。
傍

線
部
が
、
Ａ
と
重
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｂ
は
写
真
４
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
高
滝

へ
帰

っ
て
し
ま

っ

た
娘
に
対
し
て
僧
侶
が
思
い
を
募
ら
せ
る
部
分
の
上
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も

『
冥
応
集
』
で
は
、
本
文
中
に
見
え
る
。
『
冥
応
集
』
で
の
当

該
部
分
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

何
事
ヲ
モ
覚

ヘ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
都
シー
羽
州

スー
羽
計
対
冽

二‐

ア‐
引
月
、

潔
レ‐
郭
ノ‐
群
Ｈ
４
群
ノ‐
ア‐
列
州
二‐
モ‐
―
動
小
徘
州
マ‐
シ‐
Ｈ
、
露
擢

掛
テ
ア
ク
ガ
レ
出
デ
、
上
総
ノ
国

ヘ
ゾ
下
リ
ケ
ル
。

傍
線
部
の
前
後
は

『沙
石
集
』
（写
真
４
の
９
～
１０
行
日
）
の
ま
ま
で

あ
る
。
『
沙
石
集
』
の

「
忍
カ
タ
ク
シ
テ
、
心
ノ
ヤ
ル
カ
タ
ト
」
（写
真

４
の
１０
行
目
）
が
、
『
冥
応
集
』
で
は
傍
線
部
に
差
し
替
わ

っ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。

当
該
説
話
を

『
冥
応
集
』
の
中
に
収
録
し
た
後
で
、
『
冥
応
集
』
の
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増
補
部
分
を
わ
ざ
わ
ざ
出
典
の

『
沙
石
集
』
に
書
き
込
む
こ
と
は
、
皆

無
で
は
な
い
に
し
て
も
、
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
『
冥
応
集
』
の
前
段
階

と
し
て
、
書
き
入
れ
を
持

っ
た

『
沙
石
集
』
が
あ
る
と
考
え
る
方
が
無

理
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
冥
応
集
』
編
纂
に
直
接
利
用
さ
れ
た
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
地
蔵
寺
本
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
地
蔵
寺
本
は
、
『
沙
石

集
』
と

『
冥
応
集
』
と
を
繋
ぐ
、
い
わ
ゆ
る

「
失
わ
れ
た
環
」
的
な
位

置
付
け
が
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｂ
に
関
し
て
は
、
『
冥
応
集
』
と
の
繋
が
り
か
ら
今

一
つ
注
目
し
た

い
点
が
あ
る
。
Ｂ
と
同
文

で
あ
る

『
冥
応
集
』
の
前
掲
傍
線
部
が
、

『太
平
記
』
巻
第
二
十

「義
貞
首
懸
二
獄
門

・事
付
勾
当
内
侍
事
」
に
お

け
る
、
「
若
シ
ル
ベ
ス
ル
海
人
ダ

ニ
ア
ラ
バ
、
忘

レ
草
ノ
ヲ
フ
ト
云
浦

ノ
ア
タ
リ
ニ
モ
、
尋
ネ
ュ
キ
ナ
マ
シ
ト
」
を
出
典
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

す
で
に
前
稿
で
指
摘
し
た
。

『
太
平
記
』
の
傍
線
部
は
、
例
え
ば
岩
波
古
典
文
学
大
系
で
は
、
コ
心

れ
草
が
生

（お
）
う
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
召
心
れ
草
」
と
い
う
言

葉
は
、
『古
今
和
歌
集
』
に
、

道
知
ら
ば
摘
み
に
も
ゆ
か
む
す
み
の
え
の
岸
に
生
ふ
て
ふ
恋
忘
れ

草

（巻
第
十
四
・
墨
滅
歌
　
貫
之
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「生
ふ
」
と
と
も
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「
ヲ

フ
」
に
、
「生
」
を
当
て
る
の
は
妥
当
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
コ
心

れ
草
」
は
、
「憂
い
」
、
「恋
の
つ
ら
さ
」
な
ど
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る

草
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
か
ら
こ
そ

『太
平
記
』
で
は
、

「忘
れ
草
」
の

「生
ふ
」
所

へ
行
き
た
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
Ｂ
や

『
冥
応
集
』
で
は
、
召
心
レ
草
ノ
逢
」
と
な

っ

て
い
る
。
「生
ふ
」
に
比
べ
る
と
、
意
味
を
解
し
難
い
。
ま
た
、
「
逢
」

と
い
う
形
も
現
時
点

で
は
他

の
作
品
に
見
出
せ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

『
冥
応
集
』
巻
第
四
２４
話

「備
後
尾
道
浦
浄
土
寺
ノ
観
音
ノ
事
」
に
は
、

又
玉
章
ノ
数
重
ル
程

二
、
終

ニ
ハ
人
ロ
ヲ
忘
草
ノ
、
逢
フ
ト
云
、

浦

二
行
ヌ
。

と
い
う
類
似
の
表
現
が
あ
る
。
こ
の
例
は
、
「他
人
の
目
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
逢
う
」
と
解
釈
で
き
よ
う
。
あ
る
い
は
蓮
体
は
、
Ｂ
や

『
冥

応
集
』
巻
第
二
８
話
に
お
い
て
も
、
「人
目
を
忘
れ
て
逢
う
」
と
い
う

意
味
で

「忘
レ
草
ノ
逢
」
を
用
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
た
と
え
そ
う
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
言
葉
足
ら
ず
の
感
は

否
め
な
い
し
、
何
に
基
づ
い
て

「
（人
目
こ

忘

レ
草

ノ
逢
」
と
し
た

の
か
も
未
詳
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
こ
こ
で
指
摘
し
て
お

き
た
い
の
は
、
少
な
く
と
も

『沙
石
集
』

へ
の
書
き
入
れ
を
行

っ
た
時

点
で
、
蓮
体
は

「生
ふ
」
で
は
な
く
、
「逢
ふ
」
で
解
釈
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

『
冥
応
集
』
に
も
引
き
継
が
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

以
上
、
蓮
体
所
持
本
で
あ

っ
た
地
蔵
寺
本

『沙
石
集
』
を
紹
介
し
、

そ
の
特
色
と

『
冥
応
集
』
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。
地
蔵
寺
本
は
、
蓮

体
の

『
沙
石
集
』
に
対
す
る
研
鑽
の
跡
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
同
時



に
、
既
存
の
説
話
集
か
ら
新
た
な
説
話
集
が
生
ま
れ
る
過
程
も
か
い
ま

見
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
二
点
に
お
い
て
、
地
蔵
寺
本
が
貴
重
な
資
料
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。
最
初
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
地
蔵
寺

に
は
蓮
体
が
所
持
し
利
用
し
た
と
目
さ
れ
る
説
話
集
が

『
沙
石
集
』
以

外
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。

今
後
も
調
査

。
報
告
を
積
み
重
ね
、
蓮
体
の
説
話
集
編
纂
の
過
程
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

注（１
）蓮
体
編

『浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
（元
禄
十
五
年

［‐７０２
］
成
立
）
延
宝
二

年

（‐６７４
）
正
月
二
十
九
日
条
に
よ
れ
ば
、
蓮
体
は
同
日
に
出
家
し
諄
を

「妙

厳
」
と
す
る
が
、
「後
二
」
師

・
浄
厳
の
諄
を
避
け
て

「惟
宝
蓮
体
」
に
改

め
た
と
い
う
。
こ
の

「後
二
」
と
い
う
の
が
い
つ
の
時
点
を
指
す
の
か
は
不

明
で
あ
る
。
延
宝
二
年
以
降

「惟
宝
」
を
使
っ
た
確
実
な
例
と
し
て
は
、
信

多
純

一
氏
蔵

『普
賢
　
息
災
』
識
語
の
、
「元
禄
四
年

（‐６９‐
）
六
月
十

一
日

一
校
了
　
惟
宝

〈廿
九
と

（朱
書
）
が
あ
る
。
こ
れ
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て

い
た
可
能
性
は
高
い
と
推
定
さ
れ
る
が
、
今
後
の
調
査
で
確
認
し
て
い
き
た

い

。

（２
）
広
本
系

（十
二
帖
本
）
は
吉
本
系

（第

一
類
本
）、
広
本
系

（十
帖
本
）

は
古
本
系

（第
二
類
本
）、
略
本
系
は
流
布
本
系

（第
二
類
本

。
第
四
類
本
）

と
も
分
類
さ
れ
る
。
な
お
、
元
応
本

・
慶
安
五
年
刊
本

・
天
和
三
年
刊
本
は

平
仮
名
本
で
あ
る
。

（３
）安
田
孝
子
氏

「後
世
に
お
け
る

『沙
石
集
』
受
容
」
「
説
話
文
学
の
研
究

撰
集
抄

・
唐
物
語

・
沙
石
集
』
平
成
９
　
和
泉
書
院
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
稲
垣
泰

一
氏

「
〈資
料
紹
介
〉
架
蔵
貞
享
二
年
版

『沙
石
集
』
に
つ

い
て
」
で
は
、
貞
享
二
年
刊
本
が
椙
山
女
学
園
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文

学
科
共
同
研
究
室
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（４
）注
３
稲
垣
氏
論
考
に
、
当
該
部
分
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（５
）
以
下
、
引
用
に
際
し
て
は
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
、
振
り
仮
名
は

適
宜
省
略
し
た
。

（６
）蓮
体
の
筆
跡
は
、
次
の
論
考
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
中
山

一
麿
氏

「
三
宝
院
流
偽
経
生
成
の

一
端
―
随
心
院
蔵

『
即
身
成
仏
経
」
と
そ
の
周
辺

―
附

・
随
心
院
蔵

『録
外
秘
密
経
軌
目
録
ヒ

（二
〇
〇
四
年
度
大
阪
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
共
同
研
究
報
告
書

『小
野
随
心
院
所
蔵
の
密
教
文
献

。
図

像
調
査
を
基
盤
と
す
る
相
関
的

・
総
合
的
研
究
と
そ
の
探
求
』
平
成
１７

・

３
）、
中
川
真
弓
氏

「『
観
音
冥
応
集
』
と
宝
泉
寺
縁
起
―
蓮
体
の
備
中
に
お

け
る
書
写
活
動
を
め
ぐ
っ
て
―
」
「
詞
林
』
４‐
　
平
成
１９

。
４
）。

（７
）
謡
曲

『蟻
通
』
・
『龍
田
』
な
ど
に
も
見
え
る
。
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系

『謡
曲
集
』
を
始
め
と
す
る
諸
注
釈
書
の
注
参
照
。

（８
）
中
世
の
文
学

『雑
談
集
』
（昭
和
５５
　
一二
弥
井
書
店
）
の
当
該
部
分
頭
注

な
ど
参
照
。

（９
）
地
蔵
寺
に
は
、
寛
永
二
十

一
年

（‐６４４
）
刊
整
版
本

『雑
談
集
』
も
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。

（
１０
）
俊
海
本
は
当
該
巻
が
欠
け
て
い
る
。

（
１１
）
蓮
体
と
同
時
代
の
作
品
で
あ
る
卍
元
師
蛮
編

『本
朝
高
僧
伝
』
（元
禄
十

五
年

［‐７０２
］
自
序
、
宝
永
四
年

［‐７０７
］
跛
）
巻
第
十
三
に
も

「釈
覚
海
、
字

南
証
」
と
あ
る
。

（‐２
）
地
蔵
寺
本
で
は

「
万
葉
ガ

ヽ
リ
ノ
歌
ノ
事
」
の
題
目
は
、
前
の
話
題
が
終

わ
っ
た
後
、
改
行
さ
れ
ず
に
記
さ
れ
て
い
る

（正
保
四
年
刊
本
な
ど
で
も
同

じ
）。

（‐３
）
米
沢
本
で
は

「
ト
ウ
ツ
イ
」、
元
応
本
で
は

「
と
う
つ
い
」、
内
閣
文
庫
本
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で
は

「
ふ
ち
お
い
イ
」
（朱
）、
慶
安
五
年
刊
本
で
は

「
ふ
ぢ
お
い
」
、
天
和

三
年
刊
本
で
は

「
ふ
ぢ
お
い
」
の
振
り
仮
名
や
異
本
注
記
が
あ
る
。

（‐４
）
上
野
陽
子
氏

「阿
岸
本

『砂
石
集
』
翻
刻
　
巻
四

・
巻
五
」
翁
三
田
国

文
」
平
成
１４

・
６
）
で
は
、
「藤
追
」
と
翻
刻
。

（‐５
）
熊
野
三
山
の
本
地
を
記
す
書
は
古
く
か
ら
数
多
く
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
蓮

体
が
お
そ
ら
く
披
見
し
た

『
西
国
洛
陽
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
』
（松
誉

貞
享
四
年

［‐６８７
］
刊
）
の

「
那
智
山
如
意
輪
堂
」
の
項
に
お
け
る
、

ま
た
ほ
ん
ぐ
う
こ
ん
げ
ん
は
、
ほ
ん
ぢ
あ
み
た
如
来
し
ん
ぐ
う
ご
ん
げ

ん
は
、
ほ
ん
ぢ
や
く
し
如
来
、
那
智
山
ひ
り
う
ご
ん
げ
ん
は
、
ほ
ん
ぢ

千
手
く
は
ん
お
ん
ぼ
さ
つ
也
。

を
挙
げ
て
お
く

（同
書
は
、
『
冥
応
集
』
巻

一
の

「援
引
書
目
」
に

「観
音

霊
験
記
」
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）。
『
冥
応
集
』
巻
第

二
７
話

「那
智
ノ
観
音
ノ
縁
起
並
二
如
意
輪
ノ
真
言
功
能
ノ
事
」
に
も
、

本
宮
証
誠
殿
ハ
、
本
地
阿
弥
陀
如
来
。
両
所
権
現
ハ
、
薬
師
、
観
音
ナ

リ
。
若

一
王
子
ハ
、
如
意
輪
観
音
ナ
リ
。
号
シ
テ
日
本
第

一
大
霊
験
、

熊
野
三
所
権
現
卜
云
。
那
智
山
飛
滝
大
権
現
ハ
、
本
地
千
手
観
音
ナ
リ

ト
イ
ヘ
リ
。

と
い
う
記
述
が
あ
る
。

［付
記
］
貴
重
な
蔵
書
の
調
査

・
掲
載

・
引
用
を
御
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
地

蔵
寺
御
住
職
堀
智
真
師
、
信
多
純

一
先
生
、
京
都
府
宮
津
市
立
前
尾
記
念
文

庫
、
資
料
閲
覧
に
あ
た
り
御
高
配
を
賜
っ
た
諸
機
関
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
、
『沙
石
集
』
の
写
本
類
は
、
前
稿
に
引
き
続
き
写
真
版
で

確
認
し
た
も
の
が
多
い
。
そ
の
閲
覧
に
関
し
て
は
、
荒
木
浩
氏
に
御
高
配
を

賜
っ
た
。
ま
た
、
慶
安
五
年
刊
本

『沙
石
集
』
の
本
文
確
認
に
関
し
て
は
、

中
川
真
弓
氏
に
多
大
な
御
協
力
を
賜

っ
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

（
や
ま
ざ
き

。
じ
ゅ
ん
　
大
阪
工
業
大
学
非
常
勤
講
師
）

す

。




